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月
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領
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九
七
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三
六
号

平
成
三
十
年
十
一
月
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国

務

大

臣

麻

生

太

郎

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
政
府
が
進
め
る
「
外
国
人
材
の
受
入
れ
」
に
よ
る
外
国
人
労
働
者
に
対
す
る
将
来
の
永
住
許

可
の
可
能
性
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
政
府
が
進
め
る
「
外
国
人
材
の
受
入
れ
」
に
よ
る
外
国
人
労
働
者
に
対
す
る
将
来
の
永

住
許
可
の
可
能
性
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
。
以
下
「
入
管
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
二
条
第

二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
「
独
立
の
生
計
を
営
む
に
足
り
る
資
産
又
は
技
能
を
有
す
る
こ
と
」
と
い
う
要
件
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
八
年
三
月
に
法
務
省
が
策
定
し
た
「
永
住
許
可
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お
い
て
、
「
日
常
生
活
に
お
い
て
公

共
の
負
担
に
な
ら
ず
、
そ
の
有
す
る
資
産
又
は
技
能
等
か
ら
見
て
将
来
に
お
い
て
安
定
し
た
生
活
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
」
と

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
必
ず
し
も
資
産
に
つ
い
て
の
み
で
判
断
す
る
も
の
で
は
な
く
、
就
労
状
況
や
世
帯
構
成
等
に
も
よ
る

こ
と
か
ら
、
「
要
件
を
満
た
す
た
め
の
資
産
」
の
額
に
つ
い
て
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

入
管
法
第
二
十
二
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
「
素
行
が
善
良
で
あ
る
こ
と
」
と
い
う
要
件
に
つ
い
て
は
、
「
永
住
許
可

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お
い
て
、
「
法
律
を
遵
守
し
日
常
生
活
に
お
い
て
も
住
民
と
し
て
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
生
活
を
営
ん
で
い
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
の
要
件
を
満
た
す
か
否
か
は
、
個
別
事
案
に
よ
る
こ
と

一



か
ら
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
第
四
文
で
お
尋
ね
の
「
雇
用
主
が
、
雇
用
し
て
い
る
外
国
人
労

働
者
を
、
素
晴
ら
し
い
人
物
と
評
価
す
」
る
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
ま
た
、
仮
定
の
質
問
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
上
限
を
・
・
・
設
定
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
今
国
会
に
提
出
し
て
い
る
出

入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
法
務
省
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
よ
る
改
正
後
の
入
管
法
（
以
下
「
改
正
後

入
管
法
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
「
特
定
技
能
」
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
外
国
人
、
「
永
住
者
」
の
在
留
資

格
を
も
っ
て
在
留
す
る
外
国
人
、
改
正
後
入
管
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
上
欄
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
し
、
か
つ
、
そ

の
扶
養
を
受
け
る
配
偶
者
又
は
子
が
「
家
族
滞
在
」
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
外
国
人
及
び
同
表
の
上
欄
の
在
留
資

格
を
も
っ
て
十
年
以
上
在
留
す
る
外
国
人
の
人
数
に
つ
い
て
数
値
と
し
て
上
限
を
定
め
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
規
定
は
設
け

て
い
な
い
。

四
及
び
五
に
つ
い
て

「
特
定
技
能
第
一
号
」
及
び
「
特
定
技
能
第
二
号
」
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
し
、
又
は
在
留
し
て
い
た
外
国
人
に
係

二



る
永
住
許
可
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
早
期
に
結
論
を
得
る
よ
う
、
こ
れ
ら
の
在
留
資
格
の
制
度
趣
旨
や
こ
れ

ま
で
の
永
住
許
可
の
取
扱
い
の
運
用
状
況
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

三


